
「包括外部監査評価班」について

１．

②評価対象

③評価の手順と基準

④平成２０年度包括外部監査結果報告書の評価

⑤オンブズマン功労賞について

３年連続同一自治体での活用賞以上受賞者は次の通りであった。

１８・１９・２０年度　青森県　　オンブズマン功労賞
１８・１９・２０年度　宮城県　　オンブズマン功労賞
１８・１９・２０年度　沖縄県　　オンブズマン功労賞
１８・１９・２０年度　横浜市　　オンブズマン功労賞

①「平成２０年度包括外部監査の通信簿」について

全国市民オンブズマン連絡会議に加盟する各市民オンブズマンのメンバー有志１２名。弁護士・税理士らで構成している。

改善要望（１２自治体１５テーマ）…栃木県、埼玉県、長野県、奈良県、和歌山県、鳥取県、郡山市、宇都宮市、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  福山市、高松市、鹿児島市、東京都世田谷区

平成１１年度から中核市以上に義務化されている外部監査人による包括外部監査の調査研究と評価

優れた監査報告書を選抜して「優秀賞」を贈ること、逆に「欠点や是非改善してほしい」監査には、「改善
要望」を出すことにした。そして、有用性に注目した「活用賞」という評価もした。

優秀賞（６自治体６テーマ）…豊田市（オンブズマン大賞）、青森県、岐阜県、京都府、沖縄県、岡山市

活用賞（２６自治体２７テーマ）…宮城県、秋田県、茨城県、群馬県、山梨県、静岡県、三重県、滋賀県、京都府、
　　　　　　　　　　　　　　　　 岡山県、広島県、山口県、徳島県、横浜市、静岡市、浜松市、京都市、堺市、横須賀市、
                                    岡崎市、豊田市、高知市、東京都港区、香川県丸亀市、坂出市、善通寺市

　公認会計士　金沢信昭

　公認会計士　倉成磨
　公認会計士　鈴木友隆

記事解禁：テレビ・ラジオ・ネット　２００９年８月２１日午後３時以降、新聞８月２２日朝刊

「平成２０年度包括外部監査の通信簿」について

１．平成２０年度包括外部監査の通信簿　結果概要

全国市民オンブズマン連絡会議
包括外部監査評価班

代表　弁護士　井上　善雄

２．平成１８年度包括外部監査に対する自治体の措置の通信簿　結果概要

平成２０年度包括外部監査実施全自治体　１１８自治体（４７都道府県、１７政令市、３９中核市、１５条例
制定自治体）の全監査報告書　１４５テーマ

包括外部監査は地方公共団体の事務の①真実性、②適法性、③有効性、④効率性、⑤経済性の調査と
充実度の観点から監査することになっている。それら監査報告書を、相対比較、対象の難易度を含め、批
判的に評価し、かつ各監査報告書を複数人が確認し、評価の客観化に努めた。そして、共通の対象テー
マごとに相対比較も行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※自治体名がないものは、賞外。

平成１８年度から平成２０年度まで連続活用賞以上を受賞した監査人４名には、オンブズマン功労賞を贈
呈することとした。

　弁護士　　　　仁平信哉

優秀賞の中で最も優れているものに毎年、オンブズマン大賞を贈呈している。
今回は、豊田市の伊藤　倫文弁護士のものにオンブズマン大賞を贈る。



２．「平成１８年度包括外部監査に対する自治体の措置の通信簿」について

①「平成１８年度包括外部監査に対する自治体の措置の通信簿」の目的

②評価対象

③評価の手順と基準

④平成１８年度包括外部監査に対する自治体の措置の評価

自治体措置評価のＡ～Ｅは別紙のとおり。
総合評価Ａの中で、山口県、横浜市、豊田市、八尾市については地方自治体措置対応の「模範賞」を贈
呈する。

平成１８年度の包括外部監査実施自治体（１１４自治体）の監査報告書（１６５テーマ）に対する実施自治
体（行政当局）の措置通知等（平成２１年４月１５日までに我々に提出されたもの）の対応状況

包括外部監査報告書の結果について、自治体（行政当局）がどのような措置をとり、市民に公表している
かについて①措置通知公表の速さ、②逐一の指摘事項や改善のための意見について対応措置の内容
の明確性、③市民に対する説明責任を果たしているかの３点に注目し、各①～③につき個別評価した上
で、②③をより重視して、Ａ～Ｅの総合評価をした。

自治体が包括外部監査結果に対して、どう措置（対応）したかの追跡調査。外部監査人による結果報告
書と自治体の措置の両方をチェックすることで、より実質的な包括外部監査制度の活用性を検証する。


